
ページ 質問者 質　問　事　項

11 下原　嘉雄 議員
１．町の農業政策の今後について
２．"協働のまちづくり指針"について
３．間伐材処理対策について

12 矢山　　武 議員
１．ＴＰＰ参加に反対し、家族農業を守る対策を
２．地場産業の振興と人口増対策を
３．社会教育、家庭教育の充実で、どう地域を守るか

13 盛谷　光明 議員
１．居住環境の向上や３世代同居支援策について
２．公共工事の設計価格の適正化について
３．尾道・松江全線開通前の観光ＰＲ作戦

14 福田　　豪 議員
１．再生可能エネルギーとは何か
２．指定管理者制度と指定管理施設利用料のあり方

15 岡田　武士 議員
１．（仮称）インフォメーションセンター設置について
２．世羅町の今後のまちづくりの計画は

16 福田　義人 議員
１．スピードアップとＯＡの活用は
２．尾道松江線全線開通に向けた取り組みは
３．環境づくりの日の制定

17 田谷　幸奏 議員
１．世羅町の将来展望（５年後の現実・10年後の想定）について
２．ＪＲ福塩線備後三川駅の利活用方策について
３．災害に強いまちづくりについて

18 新原　　浩 議員
１．「新町建設計画」に基づき合併後の経過、現状、課題について
２．快適で安全なまちづくりについて
３．学校教育について

19 仲行　　洋 議員
１．（仮称）インフォメーションセンターは町の活性化へつながるのか
２．どうなった給与削減は

20 生田　智康 議員
１．（仮称）インフォメーションセンターのあり方について
２．町役場職員の運転免許証のチェックはいかに

21 仙光　保喜 議員 １．家庭ゴミの出し方・収集について

22 米重　典子 議員
１．「買い物弱者」対策について
２．男女共同参画行動計画（はんぶんこプラン）の事業内容について
３．「マイ保育所登録事業」について

23 徳光　義昭 議員
１．世羅町　空き家等の適正管理に関する条例の制定を
２．平成の大合併の検証と課題

13議員32問を質す
た だ
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一般質問

町の農業政策の今後は
答経営力強化のための環境整備を

Q

下
原

　

農
業
就
業
人
口
は
65
歳
以
上

77
・
６
％
の
現
状
。
５
年
10
年
後

の
農
業
展
望
は
ど
う
か
。

A

町
長

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
担
い

手
不
足
、
収
益
性
の
低
下
が
進
む

中
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
持

続
可
能
に
す
る
経
営
体
の
育
成
と

経
営
力
強
化
の
た
め
の
環
境
整
備

が
重
要
に
な
る
。「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
に
よ
る
担
い
手
の
明
確
化
、

集
落
法
人
の
設
立
、
農
地
集
積
化

を
進
め
る
。
担
い
手
が
定
ま
っ
て

い
な
い
地
域
で
は
、
集
落
の
合
意

に
よ
る
農
地
集
積
を
進
め
、
集
落

法
人
の
設
立
や
認
定
農
業
者
の
確

保
な
ど
、
国
や
県
の
支
援
策
を
活

用
す
る
と
と
も
に
町
独
自
の
支
援

策
も
検
討
し
充
実
さ
せ
る
。

下原　嘉雄 議員

間伐処理対策の推進は
答調査検討をすすめる

QA
下
原

　

全
国
で
枯
れ
木
・

倒
木
を
処
理
す
る

“
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
”
が
展
開
さ
れ

て
い
る
。
森
林
整
備

と
地
域
経
済
の
活
性

化
を
目
標
と
し
た
事

業
で
山
を
き
れ
い
に

し
、
町
が
元
気
に
な

り
地
球
温
暖
化
ス

ト
ッ
プ
に
つ
な
が

る
。
こ
の
事
業
の
取

り
組
み
の
考
え
は
。

町
長

　

関
係
機
関
と
倒
木

の
活
用
方
法
な
ど
含

め
調
査
検
討
を
す
す

め
て
い
く
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
指
針

答
集
会
所
班
単
位
で
対
話
の

機
会
を
も
つ

Q

Q

A

A

下
原

　
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
指

針
」が
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、

自
助
・
共
助
を
進
め
る
に
は
、

高
齢
化
な
ど
限
界
を
感
じ
る

地
域
が
増
加
し
て
い
る
。

　

協
働
と
は
、
住
民
と
行
政

が
意
識
の
共
有
を
図
る
べ
き

と
思
う
。
特
に
、
高
齢
化
し

た
地
域
の
実
情
に
即
し
た

「
協
働
」
と
は
何
か
。

下
原

　

地
域
情
報
の
共
有
策
は
ど

う
か
。
指
針
策
定
か
ら
４
年

経
過
し
た
が
検
証
・
確
認
は

い
か
に
。

町
長

　
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
指

針
」
を
21
年
３
月
に
策
定
し

た
。
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
・
集
落
維
持
な
ど
諸
問
題

の
解
決
の
た
め
重
要
な
施
策

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
で
も

集
会
所
単
位
・
班
単
位
で
対

話
の
機
会
を
も
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
お
願
い
し
て
い

る
。

企
画
課
長

　

自
治
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し

て
情
報
の
共
有
を
進
め
て
い

る
が
、
行
政
が
発
信
し
て
い

る
情
報
は
熟
知
さ
れ
る
ま
で

至
っ
て
い
な
い
。
検
証
・
確

認
は
実
施
し
て
い
な
い
。
今

後
検
証
し
た
い
。
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TPP 反対で農業を守れ

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
反
対
し
農
業
を
守
る
対
策
を

答
体
質
の
強
化
と
経
営
力
が
課
題
で
あ
る

Q

A

矢
山

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
原
則
輸
入
品

の
関
税
が
ゼ
ロ
に
な
り
、
農

業
や
関
連
産
業
に
大
き
な
影

響
が
あ
る
。
特
に
米
農
家
の

経
営
は
壊
滅
的
に
な
り
、
反

対
運
動
を
強
め
る
べ
き
で
あ

る
。
規
模
拡
大
で
は
、
対
抗

で
き
な
い
と
考
え
る
。
世
羅

の
特
性
を
生
か
し
た
農
業
を

進
め
る
対
策
に
も
っ
と
力
を

入
れ
、
地
産
地
消
を
進
め
、

家
族
農
業
を
守
る
べ
き
で
あ

る
。

町
長

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
だ
け
で
な

く
、体
質
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
。

農
地
集
積
や
経
営
能
力
の
向
上
を

図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
経
営

力
の
強
化
が
課
題
で
あ
る
。
農
家

が
農
業
目
標
を
定
め
、
町
も
関
係

機
関
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

矢山　　武 議員

地
域
を
守
る
社
会
教
育
・
家
庭
教
育
は

地場産業の振興と
人口増対策を

答
家
庭
や
地
域
の

教
育
力
向
上
を
図
る

答観光振興と企業誘致に取り組む

Q

Q

A

矢
山

　

尾
道
松
江
線
の
開
通
で
、
通
過
点
と
な
ら
な
い

よ
う
に
一
層
の
力
を
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
商
工

業
や
地
場
産
業
の
振
興
策
を
具
体
化
し
、
希
望
の

持
て
る
町
づ
く
り
を
求
め
る
。

矢
山

　

社
会
教
育
の
重
要
性
が
増
し
、
学

校
と
の
協
力
に
よ
る
家
庭
教
育
も
一

層
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
。
農
村
の

今
後
が
心
配
さ
れ
る
中
、
今
後
の
対

応
強
化
と
、
モ
デ
ル
的
な
援
助
な
ど

を
進
め
て
は
ど
う
か
。

町
長

　

高
速
道
路
を
活
か
し
、
観
光
振
興
と
合
わ
せ
て
、

地
場
産
業
振
興
を
図
っ
て
い
く
。
農
業
分
野
で
10

社
の
誘
致
を
し
た
が
、
商
工
企
業
の
誘
致
は
実
現

で
き
て
い
な
い
。
雇
用
と
所
得
の
向
上
そ
し
て
人

口
増
対
策
の
観
点
か
ら
も
、
地
場
産
業
の
振
興
、

企
業
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

AA

町
長

　

集
落
活
動
の
た
め
、
人
材
の
育
成
に
取
り
組

ん
で
ゆ
く
。
核
家
族
化
が
進
む
中
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
で
三
世
代
同
居
を
支
援
す
る
。

教
育
長

　

さ
ま
ざ
ま
な
世
代
に
対
応
し
た
学
習
機
会
を

提
供
し
、
家
庭
・
地
域
の
教
育
力
の
向
上
を
図
っ

て
い
る
。
体
験
活
動
に
よ
り
地
域
と
子
ど
も
を

つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。
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一般質問

世
羅
観
光
Ｐ
Ｒ
作
戦
は

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
の
追
加
は

　

答
補
助
金
の

追
加
を
し
た
い

答
チ
ケ
ッ
ト
事
業
が
終
了
後
検
討

Q

Q

Q

A

盛
谷

　

町
内
の
居
住
環
境
の
向
上
や
、
三
世
代
同
居
の

た
め
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
政
策
が
大
変
好
評
で
予

算
額 

４
５
０
万
円
以
上
の
申
請
が
あ
っ
た
。
追

加
予
算
は
考
え
て
い
る
か
。

盛
谷

　

花
め
ぐ
り
せ
ら
め
ぐ
り

チ
ケ
ッ
ト
事
業
を
後
押
し

す
る
形
で
、
町
の
関
係
者
の

名
刺
の
裏
を
利
用
し
、
観
光

Ｐ
Ｒ
を
し
た
ら
ど
う
か
。

盛
谷

　

建
設
業
界
で
は
人
件
費
や

資
材
費
の
高
騰
、
労
務
不
足

に
よ
り
入
札
不
調
が
相
次
い

で
い
る
。 

国
は
労
務
単
価
前
年
比
約

15
％
増
加
を
決
定
し
た
。
町

の
入
札
状
況
は
ど
う
か
。

町
長

　

５
月
の
受
付
で
、
一
般
世
帯
26
件
、
三
世
代
同

居
世
帯
６
件
の
申
請
が
あ
り
、
予
算
枠
を
こ
え
た

の
で
対
象
者
を
抽
選
で
決
め
た
。
補
正
予
算
を
考

え
て
い
る
。

A

A

町
長

　

チ
ケ
ッ
ト
事
業
が

終
了
し
た
段
階
で
検

証
を
行
い
、
町
と
観

光
協
会
が
連
携
し
て

検
討
す
る
。

町
長

　

本
年
度
４
月
以
降
発
注
の
土
木
工

事
は
、
県
か
ら
の
通
達
に
基
づ
く
単

価
を
使
用
し
て
い
る
。

建
築
工
事
は
、
24
年
度
の
労
務
単
価

の
積
算
で
あ
る
が
、
県
か
ら
の
特
例

措
置
に
基
づ
き
適
正
に
対
応
し
て
い

る
。

盛谷　光明 議員

公共工事の
設計価格は適正か

答適正に対応する
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再生可能エネルギー
とは何か

指
定
管
理
者
制
度
の
あ
り
方

答エネルギーの地産地消を目指す

答
運
用
方
針
を
見
直
す

Q

Q

A

A

福
田
豪

　

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

全
て
に
優
る
万
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
。
ま
た
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
、
太
陽
光
発
電

だ
け
と
い
っ
た
よ
う
な
思
い

込
み
に
陥
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

町
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
ど
う
定
義
し
、
普
及

発
展
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る

か
。

福
田
豪

　

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
事
業
を
進
め
て
い
る
が
、
一
部
の
施
設

で
は
目
的
が
定
着
し
て
い
な
い
。
何
に
問
題
が
あ
り
、ど
こ
を
改
善
し
、

克
服
す
べ
き
課
題
は
何
か
。

町
長

　
「
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
、
太

陽
光
、
太
陽
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
水
力
を
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
普
及
さ
せ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
よ
る
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
。

　

住
民
や
事
業
者
と
連
携
す
る
中
で
、
情
報

の
収
集
や
発
信
に
取
り
組
み
た
い
。

町
長

　

民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

設
置
目
的
の
効
果
的
な
達
成
を
目

指
し
て
導
入
し
た
が
、
様
々
な
課

題
も
見
え
て
き
た
。
現
在
、
仕
組

み
づ
く
り
を
再
検
討
し
、
管
理
の

範
囲
や
内
容
の
見
直
し
を
検
討
し

て
い
る
。

早
い
時
期
に
新
た
な
運
用
方
針
を

確
立
し
、
実
施
で
き
る
よ
う
準
備

を
進
め
て
い
る
。

福田　豪 議員

八田原グリーンパーク
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一般質問

（仮称）インフォメーションセンターの設置は

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
は

答事業費５億６千万円と用地代

答
意
見
を
聞
き
な
が
ら
策
定
す
る

Q

QQQ

A 岡
田

　
（
仮
称
）
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
の
必
要
性
と
経
費
及
び
設

置
後
の
維
持
管
理
費
は
。

岡
田

　

地
元
大
型
店「
パ

オ
」
近
辺
の
ま
ち

づ
く
り
を
、
今
後

ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

岡
田

　

雇
用
の
場
の
創

出
と
は
。

岡
田

　

地
域
ブ
ラ
ン
ド

の
新
商
品
と
は

町
長

　

概
算
事
業
費
は
５
億

６
０
０
０
万
円
の
工
事

費
の
ほ
か
用
地
代
・
実

施
設
計
費
が
必
要
に
な

る
。
内
訳
は
建
設
施
設

３
億
７
６
０
０
万
円
、
敷

地
造
成
費
１
億
７
０
０
０

万
円
、
国
道
改
良
費
１
３

０
０
万
円
を
概
算
整
備

費
用
と
し
て
計
画
し
て

い
る
。
そ
の
他
駐
車
場

舗
装
と
側
溝
整
備
費
な
ど

で
２
４
０
０
万
円
、
ソ
ー

ラ
ー
整
備
費
２
０
０
０
万

円
。
用
地
代
は
、
鑑
定
中

で
お
答
え
で
き
な
い
。

　

維
持
管
理
費
は
、
人
件

費
と
施
設
維
持
費
で
年
間

２
５
０
０
万
円
を
見
込
ん

で
い
る
。

AAA

町
長

　
「
パ
オ
」
周
辺
を
含
め
た
土
地
利
用
に
関
す
る

計
画
を
、
関
係
機
関
な
ど
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
具
体
化
し
て
い
く
。

町
長

　

農
業
・
商
業
・
工
業
な
ど
を
含
め
た
意
欲
あ

る
起
業
家
に
対
す
る
支
援
制
度
を
創
設
し
、
農

商
工
連
携
に
よ
る
新
た
な
商
品
開
発
を
進
め
、

雇
用
の
創
出
を
図
る
。
支
援
制
度
は
、
今
後
検

討
し
具
体
化
す
る
。

町
長

　

商
工
会
、
飲
食
組
合
、
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
、
６
次
産
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
脱
温
暖
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
せ
ら
の
皆
さ
ん
で
構
成
さ
れ
た

「
せ
ら
マ
ル
シ
ェ
実
行
委
員
会
」が
設
立
さ
れ
た
。

「
世
羅
の
食
」
を
町
内
外
へ
Ｐ
Ｒ
し
、
町
の
フ
ァ

ン
を
つ
く
る
こ
と
を
大
き
な
目
的
と
す
る
。

岡田　武士 議員

（仮称）インフォメーションセンターの予想図
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※１ ブログ＝ 継続して更新される日記形式のホームページの総称。

尾道松江道全線開通に
向けた取り組みは

環
境
づ
く
り
の
日
の
制
定
を

事
務
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と

Ｏ
Ａ
の
活
用
は

答
各
種
事
務
は
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

答情報発信で観光消費額のアップを

答
環
境
の
日
を
知
ら
せ
る

Q

Q

Q

AA

福
田
義

　

役
所
に
、
ス
ピ
ー
ド
と

確
実
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る

が
、
Ｏ
Ａ
の
活
用
に
よ
り
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る
べ
き

だ
。

① 

住
宅
、
物
品
発
注
、
工
事

発
注
、
補
助
金
申
請
。

② 

町
の
※1

ブ
ロ
グ
を
作
成
し

て
は
。

③ 

研
修
で
Ｏ
Ａ
技
術
の
均
等

化
を
図
っ
て
は
。

④ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
タ
イ

ム
リ
ー
な
更
新
が
命
。

福
田
義

　

世
羅
は
県
内
有
数
の
観
光
地
。
毎
年
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
観
光
客
の
車
が
い
っ
ぱ
い
。

街
が
き
れ
い
・
道
が
き
れ
い
・
人
が
親
切
だ
と

魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
。
現
実
に
は
路
肩
の

草
は
伸
び
放
題
、
山
に
は
倒
木
、
で
は
魅
力
も

半
減
。
毎
月
一
回
「
環
境
の
日
」
を
定
め
て
、

町
を
綺
麗
に
す
る
取
り
組
み
を
し
て
は
。

福
田
義

　

３
月
30
日
に
松
江
道
が
開
通
し
松
江
か

ら
広
島
ま
で
つ
な
が
っ
た
。「
た
た
ら
壱

番
地
」「
た
か
の
」
の
道
の
駅
は
、
い
ず

れ
も
盛
況
だ
っ
た
。

　

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
は
人
の

流
れ
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
町
内

施
設
の
魅
力
ア
ッ
プ
が
入
込
客
を
増
や

す
。
世
羅
の
物
産
販
売
機
能
を
活
用
し
雇

用
拡
大
に
も
つ
な
が
る
「
道
の
駅
」
が
必

要
だ
。

町
長

① 

年
度
当
初
の
推
進
計

画
に
よ
り
、
早
期
着

手
か
ら
完
了
ま
で
進

捗
管
理
を
実
施
。

② 

ブ
ロ
グ
の
発
信
は
検

討
し
て
い
る
が
、
研

究
の
余
地
が
あ
る
。

③ 

Ｏ
Ａ
技
術
は
個
人
差

が
あ
る
。
必
要
に
応

じ
て
研
修
の
機
会
を

提
供
す
る
。

④ 

今
年
度
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
刷
新
し
、
町
内

外
に
タ
イ
ム
リ
ー
な

情
報
を
発
信
す
る
。

総
務
課
長

　

補
助
事
業
の
申
請

は
、
事
務
内
容
の
説
明

を
徹
底
し
時
間
短
縮
を

図
る
。

A

A
町
長

　

６
月
の
第

一
日
曜
日
を

「
環
境
美
化

の
日
」
と
定

め
て
、
す
で

に
各
地
域
で

取
り
組
み
を

行
っ
て
い

る
。「
環
境

の
日
」
を
皆

さ
ん
に
お
知

ら
せ
し
環
境

保
全
に
努
め

て
も
ら
う
。

町
長

　

こ
の
（
仮
称
）
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
に
は

①
休
憩
機
能
②
高

速
バ
ス
停
な
ど
完

備
し
た
交
通
結
節

機
能
③
情
報
発
信

機
能
④
緊
急
時
の

避
難
機
能
が
あ
る
。

詳
細
な
施
設
内
容

は
、
商
工
業
者
や
観

光
事
業
者
な
ど
関

係
者
の
意
見
を
聞

き
具
体
化
し
た
い
。

福田　義人 議員

県道にマリーゴールドを植栽される皆さん
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一般質問

備
後
三
川
駅
の

利
活
用
方
策
は

防
災
対
策
の
現
状
は

町の将来展望は

答
関
係
市
と
協
働
し
て

利
用
促
進
を

答
各
種
対
策
を
計
画
し
実
施
す
る

答時代に応じた
まちづくりに全力

Q

Q

Q

A

A

田
谷

　

町
内
唯
一
の
JR
線

備
後
三
川
駅
は
、
往

時
に
比
べ
衰
退
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い

る
。「
福
塩
線
対
策
協

議
会
」
の
活
動
状
況
、

町
内
各
施
設
と
の
連

携
活
用
方
法
に
つ
い

て
問
う
。

田
谷

　

合
併
後
８
年
が
経
過
し
た
。

５
年
後
、
10
年
後
の
想
定
と
し
て
、
町
の
人
口
構
成
・
財
政
規
模
の
推
計

お
よ
び
将
来
像
を
問
う
。

田
谷

　

地
域
防
災
拠
点

の
自
治
セ
ン
タ
ー

改
修
な
ど
の
進
捗

状
況
、
小
中
学
校

の
児
童
生
徒
に
対

す
る
防
災
訓
練
な

ど
の
状
況
は
。

町
長

　

協
議
会
で
は
、
来
年
７
月
、
開
通
一
〇
〇
周
年
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
各
種
記
念
行
事
を
計
画
し
て
い
る
。
今
年

９
月
29
日
に
臨
時
列
車
「
う
た
ご
え
高
原
列
車
」
の
運
行

な
ど
記
念
行
事
を
計
画
し
、
列
車
は
、
備
後
三
川
駅
で
途

中
下
車
後
、
町
内
の
花
観
光
農
園
を
周
遊
す
る
。
今
後
も

こ
の
協
議
会
を
中
心
と
し
て
福
塩
線
利
用
促
進
の
取
り
組

み
を
図
る
予
定
。

町
長

　

町
の
人
口
構
成
は
、
７
年
後
人
口
１
５
１
６
８
人
、
高
齢
化
率
41
・
５
％

12
年
後
人
口
１
４
０
３
２
人
、
高
齢
化
率
43
％
と
少
子
高
齢
化
が
著
し
い
う

え
、
財
政
規
模
は
５
年
後
一
般
会
計
約
１
０
３
億
円
、
10
年
後
１
０
０
億
円

以
下
と
現
在
よ
り
縮
小
す
る
と
推
計
す
る
。
町
の
将
来
像
は
、
主
産
業
の
農

業
は
、
担
い
手
確
保
・
農
地
の
維
持
が
重
要
で
あ
る
。
一
方
新
た
な
特
産
品

の
開
発
や
、
都
市
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
う
商
品
開
発
な
ど
に
力
を
入
れ
る
。A

町
長

　

自
治
セ
ン
タ
ー
は
、
今
年
度
６
施
設
を
新
築
・
改
修
。
５
施
設
の

耐
震
診
断
を
実
施
。
26
年
度
中
に
は
、
13
自
治
セ
ン
タ
ー
す
べ
て
が

地
域
防
災
拠
点
施
設
と
し
て
機
能
を
備
え
る
。　

　

現
在
、
各
学
校
が
取
り
組
ん
で
い
る
防
災
訓
練
は
、
学
年
ご
と
に

火
災
や
地
震
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
年
３
回
実
施
し
て
い
る
。
小

学
校
で
は
、
５
年
生
を
対
象
に
消
防
署
の
協
力
を
得
て
防
災
教
育
を

行
い
、
中
学
校
で
は
、「
世
羅
町
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
使
用
し
て
、

身
近
な
危
険
箇
所
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

田谷　幸奏 議員

JR 三川駅
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快
適
で
安
全
な
町
つ
く
り

教育現場の実情は

新町建設計画に基づく現状と課題は
答将来の議論をしっかり進めていく

答
先
進
的
な
取
り
組
み
は
す
ば
ら
し
い

答教職員の健康管理システム実施

A

A

町
長

　

新
町
建
設
計
画
は
、
今
後
の

財
政
見
通
し
に
も
よ
る
が
、
将

来
、
町
が
良
い
も
の
に
な
る
よ

う
に
議
論
を
し
っ
か
り
進
め
て

い
き
た
い
。
財
政
規
模
は
約

20
％
縮
小
し
た
が
、
計
画
的

か
つ
効
果
的
な
財
政
運
営
に
努

め
、
持
続
可
能
な
町
づ
く
り
に

向
け
て
取
り
組
み
を
徹
底
し
、

新
た
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
。

町
長

　

地
域
住
民
に
よ
る
自
主
運
行
は
、
地
域
に
お
い
て
道
路
運
送
法

及
び
道
路
運
送
法
施
行
規
則
な
ど
の
法
律
に
則
し
た
無
償
運
送

事
業
の
要
綱
な
ど
を
整
備
し
地
方
公
共
交
通
会
議
に
お
い
て
協
議

し
、
デ
マ
ン
ド
交
通
や
民
間
企
業
と
の
関
係
を
考
慮
し
た
う
え
で

の
実
施
が
望
ま
し
い
。

A
教
育
長

　

町
で
は
健
康
管

理
シ
ス
テ
ム
実
施

要
領
を
定
め
、
教

職
員
に
は
疲
労
蓄

積
が
な
い
か
日
々

観
察
、
又
必
要
に

よ
り
産
業
医
に
よ

る
面
接
指
導
体
調

管
理
に
努
め
て
い

る
。
ノ
ー
残
業
デ
ー

の
取
り
組
み
を
行

い
勤
務
時
間
の
適

正
化
を
図
り
、
子

ど
も
達
が
い
き
い

き
と
し
た
指
導
が

受
け
ら
れ
る
環
境

を
作
っ
て
行
く
。

新原　浩 議員 Q

Q

Q

新
原

　

三
町
合
併
か
ら
８
年
が
経
過
し
た
。
新
し
い

町
の
方
向
性
と
基
礎
を
築
く
た
め
制
定
さ
れ
た

新
町
建
設
計
画
に
基
づ
く
合
併
後
の
現
状
と
課

題
は
ど
う
か
。

新
原

　

教
職
員
の
勤
務
は
夜

遅
く
ま
で
続
い
て
い
る

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る

が
、
長
時
間
勤
務
に
よ

り
健
康
を
害
す
る
者
も

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の

指
導
に
影
響
を
お
よ
ぼ

さ
な
い
か
。

新
原

　

新
町
建
設
計
画

で
公
共
交
通
体
系

の
充
実
に
努
め

る
と
あ
る
が
、
公

共
交
通
空
白
地
域

の
解
消
に
つ
い
て

は
、
住
民
に
よ
る

自
主
運
行
を
検
討

す
べ
き
時
期
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

せらにしタウンセンター
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一般質問

（仮称）インフォメーションセンター
は町の活性化につながるか

ど
う
な
っ
た

　
給
与
削
減
は

答活性化を確信している
  

答

本
定
例
会
に

減
額
案
を
提
示

Q

Q

A
仲
行

　

尾
道
松
江
線
全
線
開
通
を
目
前
に
し
、
世
羅
IC
周
辺
に
（
仮
称
）
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
交
通
や
情
報
発
信
と

ト
イ
レ
休
憩
が
メ
イ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
が
、
産
業
の
振
興
、
雇
用
の

創
出
な
ど
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
の
か
。

仲
行

　

前
定
例
会
で
質
問
し
た
国
の
求

め
る
給
与
削
減
は
、
県
や
他
市
町

の
動
向
を
注
視
し
判
断
す
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
が
ど
う
決
断
さ
れ

た
か
。

町
長

　

町
の
観
光
は
、
入
込
客

数
、
消
費
額
と
も
平
成
19

年
を
ピ
ー
ク
に
、
客
数
は

２
０
６
万
人
か
ら
１
７
０
万

人
に
、
消
費
額
は
23
億
円
か

ら
20
億
円
へ
と
減
少
し
て
い

る
。
危
機
感
を
持
っ
た
対
応

が
求
め
ら
れ
る
。

　

尾
道
松
江
線
全
線
開
通
を

好
機
と
と
ら
え
、
観
光
客
数

の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

増
加
に
転
じ
る
た
め（
仮
称
）

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
を
整
備
し
た
い
。

　

そ
の
施
設
を
通
じ
町
内
観

光
事
業
者
等
と
連
携
し
た
観

光
振
興
の
取
り
組
み
が
町
内

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

A

町
長

　

県
の
状
況
は
一
部
の
市
を
除

き
、
給
与
減
額
を
７
月
１
日
か

ら
の
実
施
に
向
け
、
検
討
準
備

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
本
町

で
は
、
財
政
の
健
全
化
と
持
続

可
能
な
町
の
姿
を
見
据
え
、
行

政
改
革
と
あ
わ
せ
独
自
の
給
与

カ
ッ
ト
を
行
っ
て
い
る
が
、
今

回
、
国
の
趣
旨
に
基
づ
き
特
別

職
お
よ
び
職
員
の
給
与
減
額
を

本
定
例
会
へ
提
案
す
る
。

仲行　洋 議員

（仮称）インフォメーションセンターの予想図
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（
仮
称
）イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

の
あ
り
方
は答

観
光
客
増
で
町
を
元
気
に
し
た
い

Q

Q

A

生
田

　
（
仮
称
）
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
７
億

円
を
投
じ
る
が
、
ご
み
休

憩
・
ト
イ
レ
休
憩
だ
け
で

は
、
町
に
は
現
金
が
入
ら

な
い
。
一
人
で
も
多
く
の

町
民
が
同
セ
ン
タ
ー
の
恩

恵
を
受
け
る
べ
く
方
向
性

を
出
す
べ
き
。
広
く
ア
イ

デ
ア
を
募
集
せ
よ
。

冬
期
や
平
日
な
ど
利
用
者

の
少
な
い
時
期
は
い
か
に
。

生
田

　
（
仮
称
）
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
に
プ
ラ
ス「
道
の
駅
」

が
必
要
と
考
え
る
、
ま
た
大
手
化

粧
品
会
社
と
特
産
品
花
で
香
り
の

コ
ラ
ボ
（
連
携
）
や
町
の
お
み
や

げ
開
発
お
よ
び
販
売
（
携
帯
ス
ト

ラ
ッ
プ
な
ど
）、
健
康
づ
く
り
に

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
ク
で
史
跡

め
ぐ
り
を
提
案
す
る
が
。

町
長

　

広
域
観
光
推
進
実
行
委
員
会
に
ワ
ー
キ
ン
グ
部
会

を
設
け
、
各
種
団
体
と
協
議
し
て
い
く
。

建
設
費
の
内
訳
は
、
建
築
施
設
費　

３
億
７
６
０
０
万

円
、
敷
地
造
成
費　

１
億
７
０
０
０
万
円　

国
道
改
良

費
１
３
０
０
万
円
な
ど
。

　

冬
期
の
利
用
に
つ
い
て
は
冬
期
以
外
の
利
用
と
、
お

お
む
ね
変
わ
ら
な
い
も
の
と
想
定
し
て
い
る
。

A

町
長

　
（
仮
称
）
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ス
「
道
の
駅
」

は
現
在
協
議
中
で
あ
る
。

香
り
で
「
ま
ち
興
し
」
も
考
え

ら
れ
る
が
、
機
会
が
あ
れ
ば
話

を
聞
き
た
い
。
お
み
や
げ
の
開

発
は
「
せ
ら
マ
ル
シ
ェ
実
行
委

員
会
」（
商
工
会
・
飲
食
組
合
・

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
・
６

次
産
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
脱
温

暖
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
せ
ら
）
で

新
た
な
食
の
商
品
開
発
、
販
売

を
考
え
て
い
る
。

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
ク
を

取
り
入
れ
た
観
光
開
発
も
取
り

入
れ
た
い
。

生田　智康 議員

にぎわっている　道の駅たかの

職員の運転免許証
のチェックは

答定期的なチェック
は必要だ A

町
長

　

免
許
の
種
類
、
有

効
期
限
、
自
賠
責
保

険
・
任
意
保
険
へ
の

加
入
状
況
も
、
す
で

に
総
務
課
で
一
括
把

握
し
て
い
る
。 Q

生
田

　

他
の
自
治
体
の
職

員
が
１
年
９
カ
月
間

無
免
許
運
転
を
し
て

い
た
。
町
の
チ
ェ
ッ

ク
体
制
は
ど
う
か
。
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一般質問

家庭ゴミの出し方・収集は
答正しい分別で収集日に
　　　　　　ゴミ出しを

Q
A

仙
光

　

最
近
、
世
羅
西
支
所
管
内
で
は
、
収
集
業
者
の
変
更
に
伴
い
ゴ

ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
収
集
さ
れ
な
い
ゴ
ミ
が
山
積
み
に
な
っ
て
い

る
と
の
情
報
が
あ
り
、
町
内
の
状
況
を
見
た
。
今
で
も
旧
町
方
式

が
続
い
て
い
る
。

　

甲
山
地
域
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
不
燃
ゴ
ミ
置
場
な
ど
の
管

理
を
さ
れ
て
い
る
。
世
羅
地
域
で
は
、
地
域
差
は
あ
る
が
山
積
み

に
な
っ
て
い
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
っ
た
。
世
羅
西
地
域
で
は
、

分
別
さ
れ
て
い
な
い
も
の
や
収
集
日
外
に
出
さ
れ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
ゴ
ミ
の
処
分
は
、
地
域
任
せ
業
者
任
せ
で
は

な
く
町
の
責
任
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

町
長

　

各
戸
に
「
家
庭
ゴ
ミ
の
分
別
と
出
し
方
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

配
布
し
、
ま
ち
づ
く
り
ス
テ
ッ
プ
講
座
で
「
ゴ
ミ
分
別
学
習
会
」

を
開
催
し
、
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
化
を
推
進
し
て
い
る
。

　

資
源
化
ゴ
ミ
は
２
週
間
に
１
回
。
不
燃
ゴ
ミ
は
月
２
回
と
２
ヶ

月
に
１
回
が
あ
る
。
回
数
の
少
な
い
と
こ
ろ
で
は
ゴ
ミ
が
残
る
状

況
が
あ
る
の
で
正
し
い
分
別
を
お
願
い
し
た
い
。

　

高
齢
者
の
中
に
は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
出
せ
な
い
人
も
あ
り
、

地
域
で
の
助
け
合
い
も
必
要
で
あ
る
。
人
口
密
集
地
域
で
は
、

個
別
収
集
が
残
っ
て
い
る
が
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
に
取
り
組
み
た

い
。
甲
山
地
域
の
不
燃
ゴ
ミ
収
集
も
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
化
す
る
方
向

で
検
討
し
た
い
。収
集
内
容
の
案
内
板
も
新
し
い
も
の
に
し
た
い
。

　

町
内
に
は
４
２
０
カ
所
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
個
々
の
調
査

は
難
し
い
。
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
の
補
助
制
度
も
あ
り
相
談
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

仙光　保喜 議員

指定日外に出されたゴミでいっぱいになったステーション
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ベビーマッサージ教室

マイ保育所登録事業とは

買
い
物
弱
者
対
策
は

今
年
度
の
は
ん
ぶ
ん
こ
プ
ラ
ン
は

答育児不安解消を図る

答
関
係
団
体
と
連
携
し
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応

答

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
予
防
教
育
を

QQ

Q

Q

Q

AA

A

AA

米
重

　

広
報
せ
ら
５
月
号
掲
載
の
「
マ
イ
保
育

所
登
録
事
業
」
と
は
。

米
重

　

利
用
状
況
は
。

利
用
者
か
ら
ど
の

よ
う
な
要
望
が
で

て
い
る
か
。

米
重

　

町
の
現
状
と
ニ
ー

ズ
の
把
握
は
。
何
か

対
策
を
と
っ
て
い
る

の
か
。

米
重

　

買
い
物
弱
者
対
策
に
も
な

る
、
せ
ら
ま
ち
タ
ク
シ
ー
の

利
用
状
況
は
ど
う
か
、
見
直

し
は
さ
れ
て
い
る
か
。

米
重

　

は
ん
ぶ
ん
こ
プ

ラ
ン
、
今
年
度
の

事
業
計
画
は
。

町
長

　

子
育
て
家
庭
の
育
児
不
安
解
消
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
。
町
立
保
育
所
に
登
録

し
、
育
児
相
談
・
子
育
て
教
室
・
一
時
預
か

り
な
ど
を
利
用
で
き
る
。子

育
て
支
援
課
長

　

24
年
度
登
録
件

数
は
１
３
７
件
、
相

談
件
数
は
６
３
１

件
。
要
望
は
※2

リ
ト

ミ
ッ
ク
教
室
や
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

教
室
、
親
子
の
関

係
性
に
効
果
的
な

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ

ア
の
実
施
な
ど
が

あ
る
。

町
長

　

要
介
護
認
定
者
の
買
い
物
の
頻
度
は
、
認
定
を
受
け
て

い
な
い
高
齢
者
の
約
４
分
の
１
。
移
動
手
段
も
、
加
齢
と

と
も
に
自
力
で
の
移
動
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

　

ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
買
い
物
支
援
、
小
売
業
者
に
よ
る
移
動
販

売
や
配
達
、
Ｊ
Ａ
の
食
材
配
達
な
ど
が
あ
る
。
今
後
、
商
工
会

な
ど
関
係
団
体
と
連
携
し
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
い
。

町
長

　

高
齢
者
の
交
通
手
段
と
し

て
順
調
に
利
用
者
が
伸
び
て

い
る
、
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し

は
行
っ
て
い
な
い
。

町
長

　

推
進
委
員
の
改
選
が
あ
り
、
事
業
所
か
ら
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
い

た
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
研
修
会
や
出
前
講
座
の
開
催
に
加
え
、

提
案
書
に
あ
っ
た
※1
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
防
止
研
修
会
実
施
に
向
け
て
世
羅
高

校
と
協
議
を
す
す
め
て
い
る
。

米重　典子 議員

※１ デート DV ＝ 交際中の異性への暴力行為。
※２ リトミック＝ 音楽を使った幼児教育の手法。 22



一般質問一般質問

空き家などの適正管理を

平
成
の
大
合
併
の
検
証
と
課
題
は

答本年度中に条例を制定する

答

合
併
10
年
の
節
目
に

新
た
な
発
想
で
取
り
組
む

Q

Q

A

徳
光

　

町
内
で
は
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
す
る
中
で
、
適
正
に

管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
が
年
々
増
加
し
、
周
辺
住
民
は
何

の
対
応
も
解
決
策
も
な
く
困
っ
て
い
る
。
一
人
暮
ら
し
や
高
齢

夫
婦
だ
け
の
世
帯
が
家
を
離
れ
る
と
、
管
理
が
行
き
届
か
な
く

な
り
廃
屋
化
し
て
い
く
。
撤
去
に
は
各
種
手
続
き
が
必
要
で
、

民
法
の
規
定
も
あ
り
行
政
も
無
断
に
立
ち
入
り
で
き
な
い
。
早

期
に
条
例
制
定
が
必
要
で
あ
る
。

徳
光

　

①
合
併
後
８
年
が
経
過
し
た
が
、
そ
の
「
効
果
と
弊
害
」
に
つ
い
て

　

②
今
後
の
人
口
減
少
社
会
に
向
け
て
の
対
策
は

町
長

　

町
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
確
保
、
空
き
家
の
有
効
活

用
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
に
よ
る
定
住
促
進
の
観
点
か
ら
も
、
提

案
さ
れ
た
内
容
も
参
考
に
し
、
本
年
度
中
に
制
定
し
た
い
。

A

町
長

　

①
「
効
果
」
は
中
長
期
的
視
点
で
の
効
率
的
財
政
運
営
、
目
的
に
応

じ
た
組
織
力
の
強
化
、
合
併
特
例
法
に
よ
る
国
の
財
政
支
援
が
あ
る
。

　

住
民
の
声
が
行
政
に
届
き
に
く
い
。
中
心
部
と
周
辺
部
の
格
差
や

サ
ー
ビ
ス
水
準
が
低
下
し
た
と
い
う
声
も
あ
り
、「
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
」
で
の
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
弊
害
を
な
く
す
よ
う
努
め
た
い
。

　

②
合
併
時
の
人
口
２
万
人
弱
か
ら
現
在
１
万
８
千
人
を
割
っ
た
。
23

年
度
か
ら
の
社
会
減
０
の
取
り
組
み
は
、
未
来
創
造
計
画
の
実
践
で
一

定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
ま
た
農
業
後
継
者
育
成
確
保
事
業
は
現
在

20
人
が
就
農
し
て
い
る
。

　

医
療
費
負
担
の
軽
減
に
繋
が
る
施
策
、
住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
、

子
育
て
し
易
い
町
づ
く
り
な
ど
を
総
合
的
に
実
施
し
た
い
。

　

自
治
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
は
重
要
で
、
人
材
育
成
塾
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

職
員
は
、
積
極
的
に
地
域
に
か
か
わ
り
率
先
し
て
地
域
課
題
を
知

り
、
解
決
策
を
考
え
る
や
り
方
で
な
い
と
人
材
は
育
た
な
い
。

　

提
言
の
４
番
に
あ
る
「
私
が
担
当
、
何
で
も
任
せ
て
」
の
雰
囲
気
づ

く
り
か
ら
始
め
た
い
。

徳光　義昭 議員

空家バンクでＩターン
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